
保
管
用

B1
8
9

【
安
全
上
の
ご
注
意
】

警
告

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が

死
亡
ま
た
は
重
傷
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、禁
止
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、行
為
を
強
制
し
た
り
指
示
す
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

注
意

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が
傷
害

を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
、お
よ
び
物
的
損
害

の
み
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

重 要
本
説
明
書
は
製
品
を
安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
き
、お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
や

財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
を
以
下
の
通
り
表
示
し
て

お
り
ま
す
。表
示
の
内
容
を
よ
く
ご
理
解
し
て
か
ら
本
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

防
雨
型

L
E
D

3
0

ワ
ッ
ト

取
　
扱

説
明
書

こ
の
度
は
、L
E
D
ジ
ュ
ー
デ
ン
フ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。本
製
品
の
ご
使
用
に
は
必
ず
本
説
明
書
を
お
読
み
い
た
だ
き
正
し
く
お
使
い

く
だ
さ
い
。

LE
H
-3

0
B
L型
 〈
屋
外
用
〉

LE
D
ジ
ュ
ー
デ
ン
フ
ッ
ク
ラ
イ
ト

警
告

！

注
意

！

本
製
品
は
防
雨
型
で
す
。

絶
対
に
水
中
で
は
使
用
し
な
い
。

感
電
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

点
灯
中
LE
D
を
直
視
し
な
い
。

ま
た
人
の
目
に
向
け
な
い
。

め
ま
い
や
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、

目
に
障
害
が
現
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ガ
ス
が
発
生
す
る
場
所
や
可
燃
物
の

近
く
で
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
を
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
や

炎
天
下
の
車
内
な
ど
高
温
の
場
所
で

保
管
、放
置
し
な
い
。

火
災
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

専
用
の
A
C
ア
ダ
プ
タ
ー
以
外
で

絶
対
に
充
電
し
な
い
。

破
裂
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

変
質
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
等
揮
発
性
の
薬
品
で

本
製
品
を
拭
い
た
り
し
な
い
。

鉄
粉
・
切
削
油
・
切
削
屑
・
溶
接
火
花
・
油
脂
等
が

か
か
る
所
で
使
用
し
な
い
。

損
傷
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

分
解
･改
造
し
な
い

感
電
･け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

故
障
･損
傷
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

落
と
し
た
り
、ぶ
つ
け
た
り
、強
い
衝
撃
を
与
え
な
い
。

感
電
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

A
C
ア
ダ
プ
タ
ー
の
コ
ー
ド
を
振
り
回
し
た
り
、

無
理
に
引
っ
張
っ
た
り
す
る
な
ど
乱
暴
に
扱
わ
な
い
。

故
障
･損
傷
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

充
電
し
な
い
と
き
は
、A
C
ア
ダ
プ
タ
ー
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
こ
と
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

周
囲
温
度
は
0
℃
～
4
0
℃
の
範
囲
で

使
用
す
る
こ
と
。

火
災
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

充
電
す
る
と
き
、必
ず
屋
内
の
水
や
ホ
コ
リ
が

か
か
ら
な
い
換
気
さ
れ
た
場
所
で
行
う
こ
と
。

点
灯
し
た
状
態
で
充
電
は
で
き
ま
せ
ん
。

充
電
は
消
灯
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。

周
囲
温
度
が
10
℃
～
3
5
℃
の
範
囲
で

充
電
を
行
う
こ
と
。

コ
ー
ド
の
被
覆
に
傷
が
つ
い
た
ま
ま
使
わ
な
い
。

感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

A
C
ア
ダ
プ
タ
ー
の
コ
ー
ド
を

束
ね
た
ま
ま
充
電
し
な
い
。

ま
た
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
置
い
て
充
電
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

器
具
の
破
損
･け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

吊
り
下
げ
て
使
用
す
る
場
合

付
属
の
落
下
防
止
用
ワ
イ
ヤ
ー
で

落
下
防
止
の
処
置
を
図
る
こ
と
。

強
風
時
は
、
使
用
を
中
止
す
る
こ
と
。

失
明
や
目
に
障
害
が
現
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

万
一
、バ
ッ
テ
リ
ー
の
液
が
目
に
入
っ
た
場
合
、

こ
す
ら
ず
に
直
ち
に
水
で
洗
い
流
し

医
師
の
治
療
を
う
け
る
こ
と
。

バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
が
な
く
な
っ
た
時
は

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
充
電
す
る
こ
と
。

ま
た
長
期
間
使
用
し
な
い
時
も
最
低
半
年
に
1回

必
ず
充
電
す
る
こ
と
。

液
漏
れ
事
故
や
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
の
液
漏
れ
な
ど
異
常
が

発
生
し
た
場
合
は
直
ち
に
使
用
を
中
止
し
て

修
理
を
依
頼
す
る
こ
と
。

寒
暖
差
に
よ
り
低
温
多
湿
の
場
所
で
長
時
間

使
用
す
る
と
前
面
ガ
ラ
ス
内
側
に
結
露
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

使
用
状
況
に
応
じ
て
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
倒
・
破
損
･け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

別
売
り
の
三
脚
ス
タ
ン
ド
に
取
り
付
け
て

ご
使
用
の
際
は
垂
直
に
設
置
し
、
砂
袋
等
で

転
倒
防
止
の
処
置
を
図
る
こ
と
。

LE
D
光
源
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、LE
D
光
源
毎
に
発
光
色
・
明
る
さ
が
若
干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
体
×
1

A
C
ア
ダ
プ
タ
ー
×
1

A
C
ア
ダ
プ
タ
ー

収
納
ケ
ー
ス
×
1

落
下
防
止
用
ワ
イ
ヤ
ー
×
1

取
扱
説
明
書
×
1

※
本
書

右
記
の
も
の
が

梱
包
さ
れ
て
い

る
か
ご
使
用
前

に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

バ
ッ
テ
リ
ー

残
量
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ

明
る
さ
2
段
階

切
り
替
え
ボ
タ
ン

灯
体
固
定
ネ
ジ

ガ
ー
ド
ネ
ッ
ト

前
面
ガ
ラ
ス

灯
体
角
度
調
整
ネ
ジ 角
度
調
整
機
能
付
ハ
ン
ド
ル

把
手
角
度
調
整
ネ
ジ

充
電
ポ
ー
ト

（
防
水
キ
ャ
ッ
プ
付
）

点
灯
ス
イ
ッ
チ

【
1.各
部
名
称
】

【
8
.三
脚
ス
タ
ン
ド
へ
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
】

【
9
.仕
様
】

【
2
.梱
包
内
容
】

【
3
.LED

に
関
す
る
ご
注
意
】

光
　
源

質
 量

（
kg
）

型
　
式

約
6

4
.8

H
i時
／
連
続
約
5

Lo
w
時
／
連
続
約
10

LE
H
-3

0
B
L

電
池
仕
様

充
電
時
間

（
h）

点
灯
時
間

（
h）

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

内
蔵

（
14
.8
V
/1
0
,4
0
0
m
A
h）

※
製
品
の
仕
様
は
品
質
向
上
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

A
C
ア
ダ
プ
タ
ー

落
下
防
止
用
ワ
イ
ヤ
ー
付
属

摘
　
要

3
0
W
高
輝
度
LE
D

明
る
さ
2
段
階

切
り
替
え
式

製
品
に
異
常
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
は
お
買
い
求
め
の
販
売
店
ま
た
は
弊
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
仕
様
は
品
質
向
上
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

顧
客
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
 
01
20
-6
8
6
-8
8
8（
通
話
料
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ht
tp
:/
/w
w
w
.h
at
ay
a.
jp

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
充
電
式

電
池
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、自
治
体
の
指
示
に
従
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。（
電
池
は
分
解
せ
ず
そ
の
ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

三
脚
ス
タ
ン
ド
に
取
り
付
け
て
使
用
す

る
場
合
は
安
定
し
た
地
面
に
垂
直
に
な

る
よ
う
に
設
置
し
、ま
た
屋
外
使
用
時

で
風
の
強
い
日
は
特
に
注
意
し
、砂
袋

等
の
お
も
り
で
十
分
な
転
倒
防
止
の
処

置
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。 灯
体
固
定
ネ
ジ

ハ
タ
ヤ
三
脚
ス
タ
ン
ド
に
取
り
付
け
て

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
売
元

製
造
元

取
付
部
寸
法

φ
2
7
ｍ
ｍ



【4.点灯、バッテリー残量表示について】

【5.ご使用方法】

【6.落下防止ワイヤーについて】

【7.充電方法】

点灯 消灯

点灯状態 点灯時間

50%点灯（Low） 約10時間

100%点灯（Hi） 約5時間

明るさ2段階切り替えボタン

段積み収納する場合

点灯スイッチ

バッテリー残量インジケータ

ボタンを押している間、バッテリーの残量が表示されます。

ボタンを押す毎に、Hi／Low点灯を切り替えられます。

①

② ③

点灯スイッチON/OFFにより、インジケータの残量表示が
多少変化します。
バッテリーの残量がなくなる時は、消灯前にLEDが点滅します。

使用状態に合わせて灯体角度調整ネジと
把手角度調整ネジで調整できます。

押

バッテリー残量がなくなると、インジ
ケータの表示は全て消えます。表示
が赤色の場合は、早めに充電を行っ
てください。

吊り下げて使用する時は落下しないよう付属の落下防止用ワイヤーで
落下防止の処置を行ってください。

バッテリー残量
インジケータ

充電時間
約6時間

1

充電中は照明は消灯してください。

充電中、点灯はできますが、充電は
行いません。また明るさの切り替え
はできません。

段積みは傾斜面や段差がある場所
では行わず、積み過ぎや荷崩れしな
いよう十分に安全を考慮してくださ
い。（推奨2段まで）

AC100V
（50/60Hz）

充電中
赤

充電完了
緑

2

ACアダプターをコンセ
ント（AC100V 50/60Hz）
に接続します。接続す
ると、ランプが赤く点
灯し、完了すると緑に
点灯します。

灯体背面の充電ポート
の防水キャップを開
き、ACアダプターの
DCプラグを本体に接
続します。

挿して
回す

① ②

①
②

防水キャップ

充電ポート

●初回使用時は充電してからご使用ください。
●ACアダプターのコードは束ねず、ほどいてからご使用ください。
●充電は必ず屋内の水やホコリがかからない換気された場所で行ってください。
●充電完了後、ACアダプターは挿しっぱなしにせず、早めに抜いてください。
●充電後は防水キャップをしっかりしめてください。
●充電中、本体が温かくなりますが、異常ではありません。
●バッテリーの残量がなくなった時はできるだけ速やかに充電してください。
　また長期間使用しない時も 最低半年に1回 必ず充電してください。
　過放電保護機能が働き、使用できなくなる場合があります。

（常時表示はできません）

点灯スイッチ

明るさ2段階
切り替えボタン

吊り下げフックの脚フレー
ム平板部にワイヤーを通し
てください。

吊り下げる単管パイプまた
は重量に耐えられる構造物
に取り付けてください。

把手角度調整ネジ

灯体角度調整ネジ

①角度調整機能付ハンドルを倒す

②灯体を上向きにする

③単管パイプに引っ掛ける

※充電時間は目安であり、
　多少前後します。

①LED光源が真下を向くように灯体
　を下げます。
②角度調整機能付ハンドルが水平に
　なるよう調整します。
③ベニヤ板などを利用して段積みし
　ます。

ベニヤ板


